
　ウポポイが開業し、８月12日でちょうど１カ月。新型コロナ感染症対応に伴う
予約制という制限下ながら、来場者は道内外からの約３万５千人を超えました。そ
の中核施設・国立アイヌ民族博物館を訪れた来場者の評価は高く、「感動」という
お土産を持ち帰ったようでした。
　広報紙としても、少しでもこれから足を運ぶ町民の方の理解の手助けに―と、同博物館の研究
学芸部展示企画室長の田村将人さん（44）に伺った、基本展示室の展示の意図やいくつかの展
示品の特徴、裏話を紹介します。
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ウポポイの中核施設
アヌココロアイヌイコロマケンル

国立アイヌ民族博物館
知ってました？これ！


